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痴 呆を有する高齢障害者に対する行動分析的アプロ
ー

チ の 適用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小林和彦

　　　　　　　　　　　　　（筑波技術短期大学理学療 法学科）

　　　　　　　　【は じめ に 】

　老人 保健施 設は言うまで もな く高齢者の 家庭

内 自立 を援助 す るこ とが 目的で あ り ， そ の ため

に は機能訓練 等の 訓練場面 で獲 得 され た機能が

“

個人 の 生活の 場
”

と い う環境条件の 下 で 自発

的 に生起 され な くて は な らな い ．しか しな が ら，

実際 に は既得 の 運動機能 が 日常生活場面 で有効

に生 か さ れ て い な い 場合 も多い ．その 理 由の
一

つ と して
，

Burgio （1986 ）らは 介 護者の 過 剰介護

に よ る 入所 者の 依存 的行動 を指摘 し て い る が
，

こ の 種 の 問題 に対 する 取 り組み の 例 は少 ない ．

　本研 究で は ， 介護者の過 剰介助の た め 車椅 子

の 自発 的な 操作行 動の 生起 頻度 が減 少 し ， 施 設

内生活 に 生 か され て い ない と考 え られ る高齢 障

害 者の 車椅子 操作訓 練 に行 動分析的ア プ ロ ー
チ

を適用 し ， 同時 に介護ス タ ッ フ に 対 して 介助指

導 を行 う こ とで 自発的な 操作行 動 の 形成 を試み

た の で 報告す る ．

　　　　　　　　　【方法 】

対象 ： E 老 人施 設入所者で ， 脳梗塞 後左 片麻痺

に よ り車椅 子生 活を余儀 な くされ て い る 77 歳の

男性
一

事例 を用 い た ．事例 は ， 高次脳機 能障害

等の 臨床症状 は な く施設 内 にお ける ADL は車

椅 子使用 に て ほ ぼ 自立 して い た が ， 痴呆 の た め

指示 に対 する 理解力 の 低 下 が認め られ ，
コ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン もやや 困難 で あ っ た．また ， や る

気 と 自発性 に 乏 し く依存 傾向があ り ， 行 動する

まで に頻 回な声が けを要 した ．特 に車椅 子操作

に 関 して は ， 介護 ス タ ヅ フ に度 々後 方か ら押 す

様要求 し ， 介護 ス タ ッ フ も そ の たび に 要 求 に従

っ て い た．

指 導場所 ・時間 ・指導場面 ：指 導は 当施設 の 対

象 者の 居室か ら食堂 の 各 々 の 机 に 着席 す るまで

（約 40m ）を ， 対象者が食事（朝食 ， 昼 食 ， お や つ
，

夕食 ）に 行 く機会 を利 用 して 1 日 4 回（1 セ ッ シ

ョ ン に つ き 4 試行 ）行 っ た．

標 的行 動 ：「食事の 準備 が出来 ま した よ」 とい う

呼び か け の 後 ， 介助 な しに居室の 所 定の 位置か

ら介助 な しに 自発的に 車椅 子 を走行 させ ， 途中

20 秒以上 の 走行の 中断な しに 食堂 の 自分 の 席ま

で 行 くこ とに定め た．

全 般的手続 き ： 行動観 察 に よ り ， 対象者の 強 い

依 存行動 は介護 者の 過剰 介護 に よ り強化 ・維持

され て い る と考え られ た こ とか ら ， 介護者と対

象者の 両者に対す る指導を行 っ た ．介護者 に対

す る指 導は ， まず ， 行動分析 に つ い て の 説明 が

なさ れ ， そ の 後 ， 実際の 指導場面 を見学 して も

らい なが ら具体 的な適用 の 仕方 を説 明 した．対

象 者 に対す る指 導は ，
ベ ース ラ イ ン期 ・介入 期

・フ オ ロ
ーア ヅ プ期の 3 つ を設け ， 全期間を通

じて 指 導者 または介護者 が対象者 に対 して 直接

行 い ，それ に対 する対象者 の 反応 を ビデ オ録 画

し，後 に再 生 して 車椅子走行 の 生 起率及び 走行

の 中断回数を記録 した ．なお ， 介入 終 了後 ， 指

導を介護ス タ ッ フ に引 き継い だ ．

介護者へ の 指導 ：対象 者 へ の 介入 を行 う前に
，

介 護 ス タ ッ フ に対 し行 動分析 の 中心概念 で あ る

オ ペ ラ ン ト条件付 けお よび三項 随伴性 に 関す る

説明 を行 っ た．次 に
， 三項 随伴性 が適切 で ない

と き に は不適切 な 行動が 生 じ易 くな る こ とを介

助者に よ る対象者へ の 対応の 仕方 を例 に 説明 し

た．そ して ， 対 象者 へ の 具体的な指 導方法 に っ

い て 説 明 した ．こ れ らの 説明は ， 施 設の 会議室

に て ホ ワ イ トボ
ー

ドや文 献の コ ピ
ー

を用 い ， 3

日間 にわ た り計 3 時間程 行 っ た．
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対象者に対する指導 ：

　（1）ベ ー
ス ラ イ ン条件 ： ベ

ー
ス ラ イ ン測定で

は ， 対象者に居 室の ベ ッ ドサ イ ドに ブ レ
ー

キ を

は ず して待機 して も らい 居室 内の 対象者か ら見

えない 位置か ら食事の準備が 整 っ た こ とを告げ ，

そ の後 10秒以内 に車椅 子走行 が 自発的に生起 す

る か どうか をチ ェ ッ ク した ．そ して ， 車椅子走

行 中そ の 後 方 か ら追尾 し ， 走 行が停止 した場合

は停止後 20 秒以 内に車椅子走行 が生起す るか ど

うか をチ ェ ッ ク した ．そ して ， も し生起 しな け

れば走行の 中断 と判断 しそ の 回数を数えた ，

　（2）介入 ：介入 で は ， 食事の 準備 が整 っ た こ と

が 告げ られ た後 10秒以 内に介助な しに車椅子走

行が生起 する確 率 を増 やす指導 ， お よび食堂の

自分の 席 に行 くまで の 間 ，
20 秒 以 上の 走行 中断

回数 を減 らす指 導 をプ ロ ン プ トフ ェ イデ ィ ン グ

技法 を用い て 行 っ た

　（3 ）フ オ ロ
ー

ア ッ プ ： 介入 の 終 了か ら 2 週間

後 ，
フ ォ ロ

ー
ア ヅ ブ セ ッ シ ョ ン を 設 け ， 標的行

動 の 維持度合い をチ ェ ッ ク した ．

　　　　　　　　　 【結果 】

　車椅子 走行 にお い て は ， 介入 開始 と同時 に生

起率が増加 し ， そ の後第 6 セ ッ シ ョ ン 目か ら急

激な生起率の増加 が 見 られ ， 14 セ ッ シ ョ ン 目で

標的行動の 生起 率が 100 ％に 達 した．フ ォ ロー

ア ヅ プ で も 100 ％を維持 して い た （図 1）．走行 中

断 回数に お い て は ， 介入開始後 20セ ッ シ ョ ン 目

で 0回 とな りそ の 後 も低 頻度 を維 持 し続 けて い

た ．フ ォ ロ ーア ッ プ に おい て は ，
2 セ ッ シ ョ ン

共 中断回数 1 回で あ っ た（図 2），

　　　　　　　　　 【考察】

　介 入開始後 ， 車椅子 走行の 生起 率の大幅な増

加 と走行 中断回数の 大幅 な減少傾向が見 られた ．

こ の こ とは ， そ れ まで の 介護 者 に よ る介 助が 弁

別刺 激 と して の 役 割 を十分 に 果 た して い なか っ

意味 して い る と考え られる ．ス テ ッ プ 2 以 降 ，

各 ス テ ッ プ導入 時に車椅子走行 の 生起率の 大幅

な減少お よび 走行 中断 回数の 大幅な増加が 認 め

られ た．そ の理 由の
一

つ として ， 介助系列の 妥

当性 に 問題 が あ っ たの では ない か と思わ れ る ，

すなわ ち ， 今回の指導で は ， 発達障害児の行動

療法領域 の 先行研究 で 見 られ る
一
般的な介助系

列を 用 い た ．しか し ， この 介助 系列 が中枢神経

疾 患の 痴呆 老人に おける評価 に有効 で あ り妥 当

で あ るの か に つ い て は検討が 必要で あろ う．ま

た ， もう
一

つ の 理 由と して ， 対象者の 退所予定

日が迫 っ て い た ため ゴ ー
ル 到達 を急 い だためス

テ ッ プの移 行 に無理があ っ た と考え られ る ．介

入終 了後は ， 指 導手続 きが 介護 ス タ ッ フ に 比較

的忠実に受 け継が れ て い た もの と考え られ る ．

しか しなが ら ， 本来は介護ス タ ッ フに よる介 入

が 完全 に必 要 の ない 状態まで 手続 きが継続 され

なけれ ば な らず ， そ の 後 もさ らな る長期的な フ

ォ ロ
ー

ア ッ プ が必要で あ っ たこ とは言 うまで も

な い ．時間的な制約 があ っ た とは い えア プ ロ
ー

チ が 不完全 なも の に な っ て しま っ たこ とは 今後

の 課題と言えよ う．
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図 1　 車椅子 走行の 生起 率の 推 移
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図 2　車椅子走行中断回数の 推移
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